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Mweシ エア会会報

会 長 挨 拶

1990f「 |こ  sヽlとl])acific Miclヽ o、vcl Ve(;oni]erellce

(A P A771 c,が 関係者の努力に より初めて日本で

ll催 され ,そ プ)後順調な発展 を遂げ ていること

は周ク:日 の通り〔ありますら

APMCの 11本 での l llflは 、我が国におけるマ

イクロ波 チ)野の技術 ;日 発・産業に携わる人々が
■1に 会 し、

‐致協力 して 二とにあたる気道 を

盛 り 111す る絶攻rの契機 とな りました.=そ して、

APMC‐ 90の付設り‖催行 ||「 として /1NIIIliさ れた

技術展示会 t)、 ||1展

`11や

関係各位の強い要マ4に

り「けづい て、Microwa、fe Works1lops&Exlli b it i()ll

(MWE)に 発展 して毎イ
11サ月ilさ れる ように 4r

り、現漁1で は、APMC、 MWEが この分野に

おける例イl1/)量 要行 事となっています。

ヒ記の経過 と時機を合わせて、近年マイクロ波

応用技術は、移動体通信や衛星通信を中心に飛躍

的な発展を遂げ,そ の関連産業の新たな発展 と成

長が期待 さオ1ノ るようになってきています
=

APMC'90の 準備期間を含めてこの問既に

12年余が経過 し、関係者の仕ヒ代交代 も行われ、

さらなる発展のサ イクルに入ろ うとしています.

このような時期に、APMC、 MWEを 中心に

マイクロ波技術 とその関連産業の発展に長年携

わってきた関係者が、日本のマ イクロ波技術の

永続的な発展を願い、今後 と t)、 関係者の相互

親睦を深める事を目的としたシエア会の設立が

提案 され、準備委員会が発足 し検討が重ね られ

てきました。

Mweシ エア会 会長 水 静 夫

41備 委員会での慎重な検 liヽ |の 結果、会のイ1称

をMweシ エア会とすることとし、(1)定 lり1的

な会合をBH竹 :‐すること、(2)定期的にマイクロ

波に ,‖ i立 したオピニオンを発表することを柱に

して 1`1前iの 活lllJを 開始することとなりましたc

定期的な会合では、テli演 会 と親睦を目的 とし

た各種 イベン トが企画されています.ま た、オ

ピニオン発表の場 としては、 リアライズ社の月

間雑誌 Break ThrOughの 中にシエア会メンバー

が担当するページを設けることが企 llliさ れノてい

ます 3

この様な経過で、ここに Mweシ エア会の発

足準備が整いました。会の発足に際 し広く関係

者、関連法人、関連可1体 のご賛同を頂き、多く

の方々にご参加頂きますようお願い致 します。

目
印



Mweシ エア会の設立総会開催される

Mweシ エア会設立総会は、1999年 6月 26日 (土 )、 午後 4時

30分 より、新宿のKDDホ テル 「ス トラーダ」で開催された。

総会で|ま 、米山務Mweシ エア会総会議長および水品静大会長の

挨拶があ り、総会議長か ら初代各役員が紹介された。

北爪進副会長からの設立経過報告に続いて、各運営委員から

Mweシ エア会会貝」、初年度活動計画および初年度予算の提案説

明があ り、原案i重 り承認された。

「米山議長のご挨拶の趣 旨]APMC発 足当時の思い出として、

当時の諸先輩が力強く協力 して頂き、成功することが出来た=我 々

t)A PNICの現役の委員から頼 られようなシエア会 〔ありたいっ

1999年 6月 26日

;巻 ナ嵩

「
|ヒ JR il上

Hl三年 XX月 千ヒ学会館での APMC'98実 行委員会の

あと、お茶 ll水
|りくの横 H11の 居 /1h屋 にて、イリ1東 さん、

松本さスγ―・・等 7人‖で1喉 を潤 しているとき、「千た

と|ま な し́に APMC'98が 最後υ)■ 4ヽ 公になる、ニガ■

が終 i´ した ら我 々は リタイヤー して後進にす直を譲

る 11に なろうとの話がでました。そ ■で 1り
1束 さスノが

｀
折角苦労 して出メ(た 人|‖1関 係がバラバ ラになる

のは t,っ たいない、そ ll N後 も何 らかの規交の場を作

オ1/ttヽ か、例えばマ イクロ波シエア会の ようなも1/D

が出丼(、 親睦の場を作 りたいと熱心に話されましたの

準備会

12月 8-11日 APMC'98の昼食時、米山先生、

水 1昇1先生を交えてマイクロ波 シエア会設立につい

てご相談 した、その結果一般的にマイクロ波 と言う

とその歴史も長 く会員の範囲が広 くなる、又目的は

何か等検討項 目がいろいろあるのでそれ らを検討

す るために準備委員会を作 るのが得策 との結論に

至 りました。

準備委員会活動

1)当 日集まつた方々を準備委員として伊東

さスンと私が幹事を努めることで検討を開始 しまし

た。第 1回準備委員会を、1月 6日 15時 よリリア

ライ ズ社の会議室にて開催、米山先生、水品先生 も

遠路駆けつけて頂き、基本構想作成にご指導頂きま

設立総会で挨拶される米世議長

したじ又、会の名称を決定する事が重要であるとの

見解に達 し、委員各位から MWEシ エア会 とする

ことの提案が多数あった。この結果、工1内委員会に

使月1許 可申請を行い、2月 2日 の国内委 員会で審議

された。MWEそ のままでなく、何らかの変形をす

る 11を 条件に融1可 となったり

2)第 21Ⅲ 14tll l委 員会をサ‖催 し、第 11'|の 方に本構

想に九tつ きfリ
ト束さスノが作 ら

'´

した規約原案をもとに

会員資格等詳和|1審議を行ったの又、会のイI称につい

て」内委 l二t会 との協議tを 報 告す ると共に検討 し

Mwe等の変形案を審計tし た。

3)第 3111111備 委員会を ,]催 し、会のイ1称の決定、

規約のイ|:llげ を行い、会員募集に関する事:項の検 l卜 l

に 入つたっ会の″1称 は Mweシ エア会と決定 した。

4)第 41百 1準備委員会を 5月 24日 17時
30分 よりll l催 、米山先4L、 水混1先生 ゴ出席のもと、

規約の最終確認、年間活動計 Fli、 役員人事、会員勧

誘の案内書等を審議 し、いよいよ Mweシ エア会発

足総会、記念祝賀会を 6月 26日 (土 )大安 占日に

行 う事が決定されました。又、リアライズ仕発行の

Break Throllgh誌 中、MT QueSt欄 の編集、監修

を分担する事とこの欄の 1部をシエア会機関誌的

役割に使用する事もリアライズ社との協議の結果

確認された。5月 24日 から本 日までわずか 1月 で

会員の集会場選定、総会準備等沢山の作業をこなし

て本国の開催にこぎ着けました。

5)98年 12月 11日 APMC'98時の集まり

より約半年間で発足総会までこぎ着けられたのは、

米山総会議長、水品会長の強力なご指導と準備委員

会委員各位の絶大なるご協力のお陰である事にこ

の場をかりて厚く御礼申し上げます。

又、本国お集まりの会員各位に感謝申し上げます。

Mweシ エア会設立

つ
″



Mweシ エア会の設立祝賀パーティー盛大に行われる

Mweシ エア会設立祝賀パーティーは、総会に引き続いて午後 5時 30分から1司 ホテルの

リリーの間で、 20名 が参加 して行われた。まず、米山総会議長の乾杯の発声で開宴 し、立

食形式なが ら会員相互の親睦の輪が次々と広がった。 また、内藤先生は じめ、関会員、堀会

員ほかの会員か らも本会に寄■せる期待や励ましのスピーチがあ り、参加者一同、大いに元気

づけられ、定刻をi過 ぎるまで、盛大に宴が行われた。

***********************************************
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Mwe(エ ムウイ)シニア会会則

1.Mweシ エア会の 目的
ブTMC MWEを 主たる活躍の場 として、マイ

クロ波技術やマイクロ波関連産業の発展に長

年携わ り、多くの経験 と知識を培われた関係者

が、日本のマイクロ波技術の永続的な発展を願
いつつ、今後 とも、相互の 一層の親睦を深める

ことを目的 とする.

2_会の1舌動

会の活動は原則Jと してボランラ・ ィア活動 とヒ́

会員相互の親睦 と長年の経験を生か した活動

を中心 とするし

3会 員相互の情報交換や親睦 |、1かかわる活動.

2会員中心の研修会の実施「
13会 員誌の発行し
T要請によりAP卜IC,MWEの個1面 からの協力‐)
,そ の他,ビ、要と思わオ1る 事項

3 会員資格
3‐ 11国 人会員

■』)MC ⅣIWEフ )運営i15年 ,以 上携わった人i

3マ イクロ波技lllやマイクロ波関連産業に長
午かかわり、年齢 50歳以上で会長を除く会

員 2名 以上の推薦を受 :す

‐
たノ、

|

3‐ 2

本会グ)目 的をFIltt t´ 各IEの 御1協 力をいただけ

る、マイクロ波関連 業界げ)1劃 人、法人及び各

種団体 .I

4 人会手続 き

llI人 会員、賛りJ会 員ヒ1)に 、本人υ)中 し込み 又

it/及 び会 員の推薦を受け、運営委員会が審査

し会長が承認する ,

5.会の組織 と役員 (総 会議長、会長 、副会長、監

事)及 び幹事の役害|

会の組織について号|1図 の にうに定める ]

総会議長、会長、副会長、監事の任期は 2年 と

し、定例総会で選任された翌 日か い、翌々年の

定例総会 日までとするぅ
1会計年度は 4月 1日 から翌年 3月 31日 まで

とする。
総会議長、会長、副会長、監事、会計幹事、企

画担当、幹事の役害1を 以下の―ように定める。
51総会議長

本会の最高議決機 関である会員総会の議長

として、年 1回の定例総会のほか、必要 と認め

た時は臨時総会を開催 ヒン、会議を主導する。

総会議長は、定例総会において以下の議事の

決定を行 う。
A.総会議長、会長、ヨ1会長、監事の選任
B.会則の改定の承認
C.会の決算及び次年度の予算の承認
D.そ の他議長が必要 と認めた事項

5‐ 2会長、副会長

本会運営の最高責任者である会長は、 日常

活動の決定を行 う運営委員会の委員長 として、

会の円滑な運営に努める。また会長は運営委員

会を構成する会計幹事、幹事、企画担当の任命

をイテう。

副会長は、会長を補佐 し、会長不在の時は

会長に代わ り会のi_3営 に携わる.

5‐ 3監事

監事は本会の運営が適正に行われているか

どうかを監査 し、監査結果を文書により会長宛

に報告する。
5‐ 4会計幹事、企画担当、幹事

運営委員会の構成 メンバーである、会計幹

事、企画担当、幹事は、運営委員会の決定に基
づき以下の役害1を 負 う,

会計幹事は、会費の徴収、会の 日常活動の

支出な ど会の金銭の収支に関 Jる
一り]の 活動に責任を持 D́J企画担当 |「に会の

活動計画を策定 し′、実施する,幹事ll

会長の指示に より、運営委員会をll l催 する

など、会の庶務事項に責任を持ち、会 lll円 滑な

運営に努める。

6.会の運営資金と会費
会

ll連
営資金は、会員か′っの会費を主体 とし、

賛1り]会 員か らの協力金に kつ 〔得 r)れ た 11又 人

等を 1)つ て充てるじ会費は以下グ)i通 り
,

個人会員 :年会費は 1(),()()()■ l、 1全 中入会の場

合 も同 額 とす る.原 貝|と し て 定 y)ら れ

/■ 日 Jこ でに Mweシ エラ
′
会の銀イテ

「
IZヒ に1辰 i△ |ゞ ,

賛助会員 :協 力金はその都「セ受け入れる .

7 会貝|の 改定

会具|の 改定は、運営委員会 で審議 し、会長が定

"は
たは臨時総会に提案、承認を得て

後、改定され るっ
以上

(付貝1)本会則及び初代役員、幹事は、Mweシ ニ

ア 会 準 備 委 員 会 の 承 認 に よ り Mweシ ニ

ア会発足と同時に効力を有 し́、次期総会 日まで有効

とする。
会員総会

総会議長

運営委員会

会長、副会長、会計幹事、幹事

企画担当

別図 Mweシ ニア会組織図

|

4



行事の案内と今後の活動計画

★ 第一回講演会 とバーベ キューパーテ ィー

開催の案内

下記のようにMweシ エア会の第一回日の行事

を行いますので、会員の皆様におかれましては

お誘い合わせの上多数ご参加下さるようご案内致
します。

日時 : 1999年 9月 4日  12:30～ 16:30

(1)第一回講演会

会場 : うぐいす会館 大会議室

南足柄市広町

講師 : 耳ヒ爪 進 氏

(2)バーベキューパーティー

場所 : 足柄森林公園丸太の森 1544
小田原駅一大雄山線―バス (10分 )

参加費 : 3000円

申 し込み期 日 :8月 27日 (問 い合わせ :石 田)

★ 今後の活動計画

Mweシ ニア会の活動として、右表のような各種

行事を計画 してお ります。活動をご理解いただき、

積極的な参加を期待してお ります。

赤田 邦雄 (k‐ akada@midoriya.co.jp)

新井 陽一 (arai‐ aie@mb.asmnet.ne.jp)

粟井1非髯雄 (awaepo cc.yamaguchi‐ u.ac.jp)

井下 佳弘 (ishita.yOshihiro@aa.anritsuoco.jp)

石田 修巳 (ishida@isl.melco.co.jp)

伊東 正展 (itoh‐ aie@mb.asmnet.ne.jp)

上野 清 GenO@aa.anritsu.co.jp)

北爪 進 (kitazume@mxb.meshnet.Or.jp)

許 卦需井『 (kyOkyolab3.cc4・ 4.kanagawa‐u.ac.jp)

加藤 吉彦 Okato@kikusui.co.jp)

小林 薦夫 lyos,OresO.ees.saitama‐ u.ac.jp)

小牧 省三 (kOmakecomm.eng.osaka‐ u.ac.jp)

ノlヽ 山 悦雄 (koyama@tecdia.co.jp)

酒井 正人 (sakaoplo.IIIsc.yh.nec.cO.jp)

佐藤 軍吉 (sat洸@po.tdp.co.jp)

**************************************************************

会員名簿 (五十音順・敬称略 )

Mweシエア会 会員の加入状況

Mweシ ニア会の会員数は、1999年 7月 31日

現在、30名 です。年度 目標会員数は、40名 として

お り、会員数の拡大にもご協力願います。

関 周  (ssekestc.sekitech.co.ip)

内藤 喜之 (titech.pres@svl.jim titech.ac.jp)

名村 久機 (h.namura@fmt.ts.Ljitsu.co.jp)

西川 敏夫 (五sikawa@murata.co.jp)

橋本 勉 《‐hashecc.teu.ac.jp)

平井 克巳 (hiraik@al.mbn.or.jp)

平地 康剛 (hiratotO.fqd.匈itSu.cO.jp)

平野 裕  (1■ranαЭtO.fqd.■巧itsu.CO.jp)

堀  [彗不口 (shigekazu.hori@toshiba.co.jp)

牧本 三夫 (makimOtomrit.mei.cO.jp)

松本 巌 (imatsumOto@stc.sekitechoco.jp)

水品 静夫 (smizu@mail.yaramaika.ne.jp)

山下 榮吉 Oamashita@mth.biglobe.ne.jp)

山下 典慶 (itoh‐ aie@mb.asmnet.ne.jp)

米山 務 しone@riec.tOhOku.ac.jp)

6月 26日 設立総会 設立記念パーテイ

8月 講演会 バーベキューパーテ

イ

会誌

9月 講演会 薫製パーテイ

10月

11月 講演会 きき酒′く―テイ 会誌

12月 MWE参加 親睦会

1月 新年会、餅つき大会

2月 会 誌

3月 講演会 花見大会

4月

5月 会員総会 記念パーテイ 会 誌
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Mweシ ニア会初年度予算

Mweシ ニア会設立総会において、初年度

の収支計画が右記のとお り承認 されました。

初年度における会の運営は、講演会及び懇

親会を中心 としたもので計画 されています

が、計画 どお りの賛助金・寄付金が集つた場

合は、これを会の運営のためにいかに活用す

るかが、課題になると思われます。この点に

ついての、会員各位のご意見を歓迎 します。

会員の声

今回は、設立祝賀パーテイの様子をお伝えし、

役員一同のご挨拶に変えます。

設立祝賀パーテイでは、内藤先生 (東工大名誉

教授)よ り、MTT‐ Sに 20年以上前、日本か

ら初めて参加 された人達がいまだに先生を中心

に 年 1回集まっているとのお話を披露され、マ

イクロ波技術者の集まりである本会に寄せる期

待と重要性を指摘された。

関会員 (セ キテクノ トロン相談役)か らは、多

大なご寄付をいただき、会場は多いに盛 り上ると

同時に、当会の活動に対 し責任の大きさを痛感 じ

た。

堀会員 (MWE'99実行委員長)からは、近い

将来 MWEに シエア会のコーナーを作ってもい

いのではないかとの提案があり、MWEと 当会の

力強い連帯の呼びかけがあった。

このように、会員からの期待は大きいものがあ

ります。

我々役員一同、心を引き締めて会の発展のため

努力していきたいと思っています。 (役員一同)

編集後記 :本誌を創刊するにあた り、本誌の名

前を「Mweシ ェァ会会報」とすること、会報の

1999.6.26

Mweシニア会1999年度収支計画

項 目

1収入の部
-1年会費
-2懇親会費
-3賛助金・寄付金
-4雑収入

収入合計

2支出の部
-1講演会費        200,000
-2行事費 (懇親会費用)  900,000
-3会誌作成費       10,000
-4会議・交通費      180,000
-5印刷費           5,000
-6事務用品費       30,000
-7通信費         10,Ooo
-8雑費           5,000
支出合計         1,340,000

3収支差額 (次期繰越剰余金 ) 1,461,000

英語名を“Mw e Senior Club NEW S LETTER"

とすることに運営委員会で決まりました。

書体は審議の対象になりませんでしたが、とくに

NEW SLETTERは、MTT― Sを参考にして

大文字としました。Mweシエア会が本会誌を通

じて会員相互の親睦 と情報交換の輪を広める一

助になればと願っている次第です。会と同様、永

続的な展開は、会員各位の積極的な支援があって、

はじめて可能となります。会員の声をコミュニケ

ーションの生かせる場として設けてあります。皆

様からの投稿を期待 してお ります。今回は、幹事

の方に快 く受けて頂きました。 なお、本誌は、

電子メールによる配信 とすることとしてお りま

す。ご支援よろしくお願いします (企画担当)。

金額 (円 )

400,000

900,000

1,500,000

1,000

2,801,000

6


